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　　　　　　　　　　　　　　　　ζ65）



　　　　　　　　　　　　　　　　　レ3〃クzi　9・2・　64…・2／

　甲声ぱ伊欝了地に，饗集し、．丘後の潮田麹いに感古い利落拭立ちき県違泊しやに

爽．つ新しU集勢と対称雛逢ある．耕地の多くな畑地蓬あるす水下底全．耕地の

！玖♂％を占めるにすぎず、颪田の82、3％まで拭一…ら稚随逝ある。蜘地逐

感即下頬避全誹地の、6訊2％、乗函ノ4β％，筆陣茶麗ム6％ヒ：なってし、る。

醜地類／30クz反で：耕地面積、彪やム上・まわる．

厨置形ピ土地利需　各‡地層康形態包知二分頬した地形面払婚比するヒ次ゴ

のよ．うに為る。

ノム〃沸の二験4）侵蝕卑坦．面尻落在する．名象川ヒ入｝劇｝切両岸に意go～
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く洛虚してい・る．入三川左，岸の段1立よ二に広回る面状飯能台地ピ呼ぱ、回る部分

廼あるど氾適簾は名四｝1声威廷ぱ全く盗達しない斌、λ鋤ηに成木）η吠台漉

する耐並に1ざや』発達している。この氾第四から3～5＾％の段丘．麦次回．ち、

老の上に低位段此魎試の．フている。山地・立陵礎：暇丘半ば銭に侵蝕谷たよって

濠く刻みこま東ていそ）⇔’

め）蒐形与奪　土地利矯と麹形ヒの隙概8明きら訟にするこヒを目蜘ヒして、

越形を次の響く分類レた託だレ分幾の墓準は土地利用に將に糊細を与之る

高庚と丁丁重餅心とニレた。

i＞　二丁　の山頂乎坦面　レ〉由腹綴二面　の山，箆、1級斜面　4♪急野面　乏）操蝕

谷．，

再　丘後地　4）平，堤面　旬貫穿面　‘）急：斜面　の侵麟谷

ll｝難髭嘉膿三二騒慧
F））低位血塗面下段三面　レ）我添星、・と）侵蝕谷

駅1　氾斑原　‘り現河赤　ゆ氾澁原
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像｝提）鬼　・凹地手遍用別面撰は：”ド森1こ回す壷り感ある。
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　　　　こピカ聾ら、耕惣集器｝ま高慶三斜と．・もにン！～さい段ま〔面、蝿麓反びま〔一賑

三三諭辞し、緬購に・痔遥のよ順四谷刻翻曝尿創に発達し、月割
な貧池口まあない・杯麺は、二品惣域内にあ・いて〕さ，高幡・僚斜い事承に毎左一

海さ承ホ、旧地㌧丘．綾麺乎地のい・す’～江にわ弁布してUる。
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この巡携〆高われた晶晶式先生力編高大へし、らして〃、らきだ晶晶もだに

ない虞であった．先生コま，億にしろ初めてのこヒビて褒休み潮あらノて衰な八

リキヴよう可、私峡も寝腐べ｝こ赦蔽返上を幾歳なく芒せ：う扱てしまった次、

この勤勉嚢底1まカゆ輪彦生課の某．民齢臓牙物プアンにさぜてしまう
1仁爾’乞果しだウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　・一

、労一罠冒ぱ、黒部｝｝｝廟状雌の麹形と流六器上沢麗9兇回するO乞が三且三

囲あッたが，府面高な都合逝晶晶の一翻乞晶晶り高高紘解晶晶石∫すごした。’

ここに鳳層、照複．5’年の漁津老修築，の蕨｝＝肉底よリ発墨セ取た巨大な隣ホ（気

ヒしτ繊）購回れ噂ρン三助籔激知てノよ，好筋・う一
醇ぐらい鰍轡則ゆ高高高野π癖漏し（いたの民地高高降で・｝くltプ崩

つたたわ腐って流九去リ、嶽振のみ射瑚っで鋸在に至つ疋と考之ら威て疑る．
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